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1. データで見る！ WATCHMAN FLX™の有効性と安全性

原 英彦 先生 （東邦大学医療センター大橋病院）

2. 左心耳の解剖 ～多様性と複雑性を理解する～

中島 祥文 先生 （岩手医科大学附属病院）

3. WATCHMAN FLX™留置戦略

松本 崇 先生 （湘南鎌倉総合病院）

4. 術後抗血栓療法はストレートか変化球か

福永 真人 先生 （小倉記念病院）

5. 適応を再考する ～日常診療におけるWATCHMAN FLX™の活用～

梅本 朋幸 先生 （東京医科歯科大学）

6. Future of LAAC
Michael J. Rinaldi M.D. 
（Sanger Heart and Vascular Institute / Atrium Health Charlotte, NC USA）
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WATCHMAN FLX™で挑むStroke予防
―LAACのすべて―

2023年8月5日（土）12：55～14：20

CVIT 2023
スポンサードセッション12（SS-12）

第19会場（ヒルトン福岡シーホーク3F リゲル）
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